
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機と、室外熱交換器と、第１の減圧装置と、室内熱交換器とが冷媒を流通させる配
管を介して順次接続されて成る冷凍サイクルが備えられ、前記室内熱交換器が第１の室内
熱交換器と第２の室内熱交換器とに分割され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内熱交
換器とは直列に接続され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内熱交換器との間の前記配
管に第２の減圧装置が設けられている空気調和機において、
　前記圧縮機の吐出管と吸入管とを結び該吐出管内を流通する冷媒の一部を該吸込管に戻

バイパス管が設けられ、該バイパス管に
は開閉装置が設けられていることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　請求項１記載の空気調和機において、
　前記バイパス管は複数並列に形成され、該複数のバイパス管には前記開閉装置がそれぞ
れ設けられていることを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　請求項１または２記載の空気調和機において、
　前記バイパス管には、該バイパス管内を流通する冷媒を絞る絞り機構が設けられている
ことを特徴とする空気調和機。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか記載の空気調和機において、
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　前記開閉装置には、該開閉装置内を通過する冷媒を絞る絞り部が形成されていることを
特徴とする空気調和機。
【請求項５】
　請求項４記載の空気調和機において、
　前記開閉装置には、絞り量を調整する絞り量調整手段が備えられていることを特徴とす
る空気調和機。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか記載の空気調和機において、
　前記第１の熱交換器又は前記第２の熱交換器のうち少なくとも一方には、該第１の熱交
換器内又は該第２の熱交換器内の冷媒温度を検知する温度検知手段が付設され、該温度検
知手段と前記開閉装置とは、該温度検知手段によって検知された冷媒温度に基いて前記開
閉装置を開閉させる制御手段を介して接続されていることを特徴とする空気調和機。
【請求項７】
　圧縮機と、室外熱交換器と、第１の減圧装置と、室内熱交換器とが冷媒を流通させる配
管を介して順次接続されて成る冷凍サイクルが備えられ、前記室内熱交換器が第１の室内
熱交換器と第２の室内熱交換器とに分割され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内熱交
換器とは直列に接続され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内熱交換器との間の前記配
管に第２の減圧装置が設けられている空気調和機において、
　前記配管が、前記室外熱交換器と前記第１の減圧装置とを接続する接続配管を有し、
該接続配管と前記吸入管とを結び、前記接続配管内を流通する冷媒の一部を該吸入管に戻

バイパス管が設けられ、該バイパス管に
は開閉装置が設けられていることを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本発明は、再熱除湿を行う空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常の空気調和機で除湿を行う場合、室内熱交換器を冷却し、冷却された室内熱交換器
により室内の空気を結露させて空気中の水分を除去しているため、室内の温度が低下する
。このため、除湿を行う際に除湿した空気を室内に送り込む前にヒーターで加熱して室内
の温度を下げずに除湿を行っているが、ヒーターにより温度を保っているため電力消費が
増大するという問題がある。近年、かかる問題を鑑みて、室外に捨てていた排熱の一部を
再利用する再熱除湿方式が提供されている。
【０００３】
　再熱除湿方式による空気調和機は、室内機内に直列に接続された第１の熱交換器と第２
の熱交換器とがそれぞれ備えられ、室外機内の熱交換器と第１の熱交換器の間に第１の減
圧装置が設けられ、第１の熱交換器と第２の熱交換器との間に第２の減圧装置を設けられ
ている。冷房運転時には、第２の減圧装置が開放されると共に圧縮された冷媒が第１の減
圧装置で減圧される。これによって、冷媒の温度は低下し、低温となった冷媒が第１の熱
交換器及び第２の熱交換器をそれぞれ通過し、第１の熱交換器及び第２の熱交換器で室内
の空気と熱交換を行い、室内の空気の温度を低下させる。一方、除湿運転時には、第１の
減圧装置が開放されると共に圧縮された冷媒が第２の減圧装置で減圧される。このとき、
室外機内の熱交換器での排熱を減らす。これによって、排熱の一部を持った冷媒が第１の
熱交換を通過し、第１の熱交換器で室内の空気と熱交換を行う。また、第２の減圧装置で
減圧された冷媒の温度は低下し、低温となった冷媒が第２の熱交換器を通過し、第２の熱
交換器で室内の空気と熱交換を行う。第１の熱交換器により暖められた空気と、第２の熱
交換器による除湿された空気とを混合して室内に送り、室内の温度を低下させずに除湿を
行う。
【０００４】
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　また、冷房時には第１，第２の熱交換器で吸熱処理していた冷媒を、除湿時には第２の
熱交換器のみで吸熱処理することになるため、冷房時と同様の冷媒循環量であると第２の
熱交換器のみで処理しきれなくなり、冷凍サイクルのバランスが悪くなる。このため、従
来の再熱除湿方式による空気調和機では、インバータにより圧縮機の回転数を制御して、
除湿時の冷媒循環量を調整することで、冷凍サイクルのバランスを保っている（例えば、
特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００３－１７２５５７号公報　（第４－８頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記した従来の空気調和機では、圧縮機の回転数を制御する高価なイン
バータが搭載されているため、通常の空気調和機と比べてインバータ分だけコストアップ
するという問題が存在する。したがって、低コスト化を考慮すると、定速圧縮機等を使用
することとなり、低価格な空気調和機で再熱除湿を行うことは困難である。
【０００６】
　本発明は、上記した従来の問題が考慮されたものであり、再熱除湿を行うことができる
と共に、インバータ等の高価な装置を使用せずに冷媒循環量を調整させ、コストダウンを
図ることができる空気調和機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、圧縮機と、室外熱交換器と、第１の減圧装置と、室内熱交換器
とが冷媒を流通させる配管を介して順次接続されて成る冷凍サイクルが備えられ、前記室
内熱交換器が第１の室内熱交換器と第２の室内熱交換器とに分割され、該第１の室内熱交
換器と該第２の室内熱交換器とは直列に接続され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内
熱交換器との間の前記配管に第２の減圧装置が設けられている空気調和機において、前記
圧縮機の吐出管と吸入管とを結び該吐出管内を流通する冷媒の一部を該吸込管に戻

バイパス管が設けられ、該バイパス管には開閉
装置が設けられていることを特徴としている。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の空気調和機において、前記バイパス管は複数並
列に形成され、該複数のバイパス管には前記開閉装置がそれぞれ設けられていることを特
徴としている。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項１または２記載の空気調和機において、前記バイパス管
には、該バイパス管内を流通する冷媒を絞る絞り機構が設けられていることを特徴として
いる。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項１から３のいずれか記載の空気調和機において、前記開
閉装置には、該開閉装置内を通過する冷媒を絞る絞り部が形成されていることを特徴とし
ている。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の空気調和機において、前記開閉装置には、絞り
量を調整する絞り量調整手段が備えられていることを特徴としている。
【００１２】
　請求項６記載の発明は、請求項１から５のいずれか記載の空気調和機において、前記第
１の熱交換器又は前記第２の熱交換器のうち少なくとも一方には、該第１の熱交換器内又
は該第２の熱交換器内の冷媒温度を検知する温度検知手段が付設され、該温度検知手段と
前記開閉装置とは、該温度検知手段によって検知された冷媒温度に基いて前記開閉装置を
開閉させる制御手段を介して接続されていることを特徴としている。
【００１３】
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　請求項７記載の発明は、圧縮機と、室外熱交換器と、第１の減圧装置と、室内熱交換器
とが冷媒を流通させる配管を介して順次接続されて成る冷凍サイクルが備えられ、前記室
内熱交換器が第１の室内熱交換器と第２の室内熱交換器とに分割され、該第１の室内熱交
換器と該第２の室内熱交換器とは直列に接続され、該第１の室内熱交換器と該第２の室内
熱交換器との間の前記配管に第２の減圧装置が設けられている空気調和機において、前記
配管が、前記室外熱交換器と前記第１の減圧装置とを接続する接続配管を有し、該接続配
管と前記吸入管とを結び、前記接続配管内を流通する冷媒の一部を該吸入管に戻

バイパス管が設けられ、該バイパス管には開閉装
置が設けられていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る空気調和機によれば、圧縮機と、室外熱交換器と、第１の減圧装置と、室
内熱交換器とからなる冷凍サイクルが備えられ、室内熱交換器が直列に接続された第１の
室内熱交換器と第２の室内熱交換器とに分割され、第１の室内熱交換器と第２の室内熱交
換器との間に第２の減圧装置が設けられている空気調和機において、圧縮機の吐出管と吸
入管とを結び吐出管内を流通する冷媒の一部を吸込管に戻すバイパス管が設けられ、バイ
パス管には開閉装置が設けられているため、開閉装置が閉塞されると全ての冷媒が冷凍サ
イクル内で循環され、開閉装置が開けられると吐出管内を流通する冷媒の一部がバイパス
管を介して吸込管内に戻り、冷凍サイクル内を循環する冷媒量は減少する。これによって
、冷凍サイクル内の冷媒循環量を調節することができ、高価な装置を使用することなく再
熱除湿を行うことができ、コストダウンを図ることができる。
【００１５】
　また、室外熱交換器及び第１の減圧装置を接続する接続配管内を流通する冷媒の一部を
吸入管に戻すバイパス管が設けられ、 開閉装置 設けることで、上述と同様
に冷凍サイクル内の冷媒循環量を調節することができ、高価な装置を使用することなく再
熱除湿を行うことができ、コストダウンを図ることができると共に、圧縮機の吐出温度上
昇、圧縮機巻線温度上昇を抑制する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る空気調和機の第１，第２，第３の実施の形態について、図面に基い
て説明する。
【００１７】
　［第１の実施の形態］
　図１に示すように、空気調和機１は、圧縮機２，四方弁３，室外熱交換器４，開閉装置
５及び絞り装置６が格納された室外機７と、第１，第２の減圧装置８，９及び室内熱交換
器１０が格納された室内機１１とから構成されている。また、室外機７の内部及び室内機
１１の内部には、室外熱交換器４又は室内熱交換器１０と熱交換を行う室内空気又は外気
を送る図示せぬ送風機がそれぞれ備えられている。
【００１８】
　圧縮機２と、室外熱交換器４と、第１の減圧装置８と、室内熱交換器１０とが冷媒を流
通させる配管１２を介して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル１３が形
成されている。冷凍サイクル１３は、圧縮機２の図示せぬ吸入口と四方弁３とが吸入管１
４を介して接続されており、圧縮機２の図示せぬ吐出口と四方弁３とが吐出管１５を介し
て接続されている。四方弁３と室外熱交換器４とは第１の配管１６を介して接続されてお
り、第１の配管１６は四方弁３を介して吸入管１４又は吐出管１５のいずれか一方に接続
される。室外熱交換器４と第１の減圧装置８は第２の配管１７を介して接続されている。
【００１９】
　室内熱交換器１０は、第１の室内熱交換器１８と第２の室内熱交換器１９とに分割され
ており、第１の減圧装置８と第１の室内熱交換器１８とは第３の配管２０を介して接続さ
れている。第１の室内熱交換器１８と第２の減圧装置９とは第４の配管２１を介して接続
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バイパス管に を



されており、第２の減圧装置９と第２の室内熱交換器１９とは第５の配管２２を介して接
続されている。第１，第２の減圧装置８，９は、圧縮した冷媒を膨張冷却する膨張弁であ
る。
【００２０】
　第１の室内熱交換器１８と第２の室内熱交換器１９とは、第４の配管２１及び第５の配
管２２によって直列に接続されており、第２の減圧装置９は、第１の室内熱交換器１８と
第２の室内熱交換器１９との間を結ぶ第４，第５の配管２１，２２の間に設けられている
。第２の室内熱交換器１９と四方弁３とは第６の配管２３を介して接続されており、第６
の配管２３は四方弁３によって吸入管１４又は吐出管１５のいずれか一方に接続される。
【００２１】
　一方、開閉装置５及び絞り装置６は、吐出管１５と吸入管１４とを結ぶバイパス管２４
にそれぞれ設けられており、開閉装置５は吐出管１５側に設けられ、絞り装置６は吸入管
１４側に設けられている。バイパス管２４の一端は吐出管１５に接続されており、バイパ
ス管２４と吐出管１５は連通されている。また、バイパス管２４の他端は吸入管１４に接
続されており、バイパス管２４と吸入管１４とは連通されている。開閉装置５はオンオフ
切り換えを行う二方電磁弁であり、開閉装置５によりバイパス管２４は択一的に開閉され
る。また、絞り装置６は、流通する冷媒の抵抗となる内周面を有するキャピラリーチュー
ブであり、絞り装置６によりバイパス管２４内を流通する冷媒は絞られる。
【００２２】
　また、バイパス管２４の他端部には、吸入管１４内を流通する冷媒がバイパス管２４内
に流入することを防止する逆止弁２５が設けられている。逆止弁２５は、バイパス管２４
から吸入管１４の方向に向かって流れる冷媒のみが通過され、吸入管１４内からバイパス
管２４の方向に向かって流れる冷媒は遮断される。したがって、吐出管１５内を流通する
冷媒の一部は、バイパス管２４によって吸込管１４に戻される。
【００２３】
　次に、上記した構成からなる空気調和機１の使用方法について説明する。
【００２４】
　図１に示すように、実線矢印は暖房時の冷媒の流れを示しており、鎖線矢印は冷房時の
冷媒の流れを示しており、破線矢印は除湿時の冷媒の流れを示しており、空気調和機１は
暖房運転、冷房運転及び除湿運転のそれぞれを行う。
【００２５】
　まず、暖房運転の場合について説明する。暖房運転する場合、開閉装置５を閉塞状態に
するとともに、第１の減圧装置８を絞り状態にし、第２の減圧装置９を開放状態にする。
　また、第６の配管２３と吐出管１５とが連通すると共に第１の配管１６と吸入管１４と
が連通するように、四方弁３を切り換える。そして、配管１２内の冷媒を図１に示す実線
矢印の方向に流通させ、冷媒を冷凍サイクル１３内で循環させる。
【００２６】
　具体的には、ガス冷媒を圧縮機２で圧縮し、圧縮されて高温高圧となったガス冷媒を吐
出管１５内に送り出す。吐出管１５内に送り出されたガス冷媒は、吐出管１５内を実線矢
印方向に流通して四方弁３を介して第６の配管２３内に流入する。第６の配管２３内に流
入したガス冷媒は、第６の配管２３内を実線矢印方向に流通し、第２の室内熱交換器１９
内に流入する。このとき、第２の室内熱交換器１９は凝縮器となり、第２の室内熱交換器
１９内を流通する高圧高温のガス冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機１１内に吸引さ
れて第２の室内熱交換器１９に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行われ、ガス
冷媒の一部が凝縮されて液冷媒となり、ガス冷媒はガス・液混合の冷媒となる。また、第
２の室内熱交換器１９に吹き付けられた空気はガス冷媒の熱を受け取って暖まり、図示せ
ぬ送風機によって暖められた空気を室内に送り出す。
【００２７】
　第２の室内熱交換器１９内を通過したガス・液混合の冷媒は、完全に放熱せず高温の状
態のまま、第２の室内熱交換器１９から第５の配管２２内に流入する。そして、開放状態
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の第２の減圧装置９を通過して第４の配管２１内に流入し、第１の室内熱交換器１８内に
流入する。このとき、第１の室内熱交換器１８は凝縮器となり、第１の室内熱交換器１８
内を流通する高圧高温のガス・液混合の冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機１１内に
吸引されて第１の室内熱交換器１８に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行われ
、ガス・液混合の冷媒は凝縮されて液冷媒となる。また、第１の室内熱交換器１８に吹き
付けられた空気はガス・液混合の冷媒の熱を受け取って暖まり、図示せぬ送風機によって
暖められた空気を室内に送り出す。
【００２８】
　第１の室内熱交換器１８内を通過した液冷媒は、第１の室内熱交換器１８内から第３の
配管２０内に流入し、第１の減圧装置８に至る。第１の減圧装置８を通過する際、高圧状
態の液冷媒は第１の減圧装置８によって減圧され、冷媒は膨張冷却されて低温低圧の液冷
媒となる。低温低圧となった液冷媒は、第２の配管１７に流入して実線矢印方向に流通し
、室外熱交換器４内に流入する。このとき、室外熱交換器４は蒸発器となり、室外熱交換
器４内を流通する液冷媒と、図示せぬ送風機によって室外熱交換器４に吹き付けられた外
気との間で熱交換が行われ、液冷媒は蒸発されてガス冷媒となる。また、液冷媒と熱交換
された空気を、図示せぬ送風機によって外に送り出す。
【００２９】
　室外熱交換器４内を通過したガス冷媒は、室外熱交換器４内から第１の配管１６内に流
入して実線矢印方向に流通し、四方弁３を介して吸入管１４内に流入する。吸入管１４内
に流入したガス冷媒は、吸入管１４内を実線矢印方向に流通し、圧縮器２に流入する。こ
のとき、吸入管１４内を流通するガス冷媒は逆止弁２５によってバイパス管２４内に流入
することが防止されている。
【００３０】
　次に、冷房運転の場合について説明する。冷房運転する場合、開閉装置５を閉塞状態に
するとともに、第１の減圧装置８を絞り状態にし、第２の減圧装置９を開放状態にする。
　また、第６の配管２３と吸入管１４とが連通すると共に第１の配管１６と吐出管１５と
が連通するように、四方弁３を切り換える。そして、配管１２内の冷媒を図１に示す鎖線
矢印の方向に流通させ、冷媒を冷凍サイクル１３内で循環させる。
【００３１】
　具体的には、ガス冷媒を圧縮機２で圧縮し、圧縮されて高温高圧となったガス冷媒を吐
出管１５内に送り出す。吐出管１５内に送り出されたガス冷媒は、吐出管１５内を鎖線矢
印方向に流通して四方弁３を介して第１の配管１６内に流入する。第１の配管１６内に流
入したガス冷媒は、第１の配管１６内を鎖線矢印方向に流通し、室外熱交換器４内に流入
する。このとき、室外熱交換器４は凝縮器となり、室外熱交換器４内を流通する高圧高温
のガス冷媒と、図示せぬ送風機によって室外熱交換器４に吹き付けられた外気との間で熱
交換が行われ、ガス冷媒は凝縮されて液冷媒となる。また、室外熱交換器４に吹き付けら
れた外気はガス冷媒の熱を受け取って暖かくなり、暖かくなった外気を図示せぬ送風機に
よって外に排出して排熱を行う。
【００３２】
　室外熱交換器４内を通過した液冷媒は、室外熱交換器４内から第２の配管１７内に流入
して鎖線矢印方向に流通し、第１の減圧装置８に至る。第１の減圧装置８を通過する際、
高圧状態の液冷媒は第１の減圧装置８によって減圧され、冷媒は膨張冷却されて低温低圧
の液冷媒となる。低温低圧となった液冷媒は、第３の配管２０内に流入して鎖線矢印方向
に流通し、第１の室内熱交換器１８内に流入する。このとき、第１の室内熱交換器１８は
蒸発器となり、第１の室内熱交換器１８内を流通する液冷媒と、図示せぬ送風機によって
室内機１１内に吸引されて第１の室内熱交換器１８に吹き付けられた室内の空気との間で
熱交換が行われ、液冷媒の一部が蒸発されてガス冷媒となり、液冷媒はガス・液混合の冷
媒となる。また、第１の室内熱交換器１８に吹き付けられた空気の熱をガス冷媒に吸熱さ
せることで当該空気を冷却し、図示せぬ送風機によって冷却された空気を室内に送り出す
。
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【００３３】
　第１の室内熱交換器１８内を通過したガス・液混合の冷媒は、完全に吸熱せず低温の状
態のまま、第１の室内熱交換器１８から第４の配管２１内に流入する。そして、開放状態
の第２の減圧装置９を通過して第５の配管２２内に流入し、第２の室内熱交換器１９内に
流入する。このとき、第２の室内熱交換器１９は蒸発器となり、第２の室内熱交換器１９
内を流通する低温低圧のガス・液混合の冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機１１内に
吸引されて第２の室内熱交換器１９に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行われ
、ガス・液混合の冷媒は蒸発されてガス冷媒となる。また、第２の室内熱交換器１９に吹
き付けられた空気の熱をガス・液混合の冷媒に吸熱させることで当該空気を冷却し、図示
せぬ送風機によって冷却された空気を室内に送り出す。
【００３４】
　第２の室内熱交換器１９内を通過したガス冷媒は、第２の室内熱交換器１９内から第６
の配管２３内に流入して鎖線矢印方向に流通し、四方弁３を介して吸入管１４内に流入す
る。吸入管１４内に流入したガス冷媒は、吸入管１４内を鎖線矢印方向に流通し、圧縮器
２に流入する。このとき、吸入管１４内を流通するガス冷媒は逆止弁２５によってバイパ
ス管２４内に流入することが防止されている。
【００３５】
　次に、除湿運転の場合について説明する。除湿運転する場合、開閉装置５を開放状態に
するともに、第１の減圧装置８を開放状態にし、第２の減圧装置９を絞り状態にする。ま
た、また、第６の配管２３と吸入管１４とが連通すると共に第１の配管１６と吐出管１５
とが連通するように、四方弁３を切り換える。そして、配管１２内の冷媒を図１に示す破
線矢印の方向に流通させ、冷媒を冷凍サイクル１３内で循環させる。
【００３６】
　具体的には、ガス冷媒を圧縮機２で圧縮し、圧縮されて高温高圧となったガス冷媒を吐
出管１５内に送り出す。圧縮機２から吐出管１５内に送り出されたガス冷媒の一部は、バ
イパス管２４内に流入して破線矢印方向に流通し、開閉装置５を経由して絞り装置６内に
至る。ガス冷媒が絞り装置６内を通過する際、絞り装置６によって減圧冷却されるととも
に絞り装置６内の抵抗によってガス冷媒の流量は制限される。絞り装置６を通過したガス
冷媒は、バイパス管２４内を破線矢印方向に流通し、逆止弁２５を経由して吸入管１４内
に流入し、吸入管１４内を破線矢印方向に流通して圧縮機２内に戻る。
【００３７】
　また、吐出管１５内に送り出された残りのガス冷媒は、吐出管１５内を破線矢印方向に
流通して四方弁３を介して第１の配管１６内に流入する。第１の配管１６内に流入したガ
ス冷媒は、第１の配管１６内を破線矢印方向に流通し、室外熱交換器４内に流入する。こ
のとき、室外熱交換器４は凝縮器となり、室外熱交換器４内を流通する高圧高温のガス冷
媒と、図示せぬ送風機によって室外熱交換器４に吹き付けられた外気の一部との間で熱交
換が行われ、ガス冷媒の一部が凝縮されて液冷媒となり、ガス冷媒はガス・液混合の冷媒
となる。また、室外熱交換器４に吹き付けられた外気はガス冷媒の一部の熱を受け取って
暖かくなり、暖かくなった外気を図示せぬ送風機によって外に排出して排熱を行う。この
排熱は、図示せぬ送風機の送風量を低減し、熱交換率を低下させることで、不完全的に行
う。
【００３８】
　室外熱交換器４内を通過したガス・液混合の冷媒は、完全に放熱せず高温の状態のまま
、室外熱交換器４内から第２の配管１７内に流入して破線矢印方向に流通し、開放状態の
第１の減圧装置８を通過して第３の配管２０内に流入する。第３の配管２０内に流入した
ガス・液混合の冷媒は、第３の配管２０内を破線矢印方向に流通し、第１の室内熱交換器
１８内に流入する。このとき、第１の室内熱交換器１８は凝縮器となり、第１の室内熱交
換器１８内を流通する高圧高温のガス・液混合の冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機
１１内に吸引されて第１の室内熱交換器１８に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換
が行われ、ガス・液混合の冷媒は凝縮されて液冷媒となる。また、第１の室内熱交換器１
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８に吹き付けられた空気は、ガス・液混合の冷媒の熱を受け取って暖まる。
【００３９】
　第１の室内熱交換器１８内を通過した液冷媒は、第４の配管２１内に流入して破線矢印
方向に流通し、第２の減圧装置９に至る。第２の減圧装置９を通過する際、高圧状態の液
冷媒は第２の減圧装置９によって減圧され、冷媒は膨張冷却されて低温低圧の液冷媒とな
る。低温低圧となった液冷媒は、第５の配管２２内に流入して破線矢印方向に流通し、第
２の室内熱交換器１９内に流入する。このとき、第２の室内熱交換器１９は蒸発器となり
、第２の室内熱交換器１９内を流通する液冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機１１内
に吸引されて第２の室内熱交換器１９に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行わ
れ、液冷媒が蒸発されてガス冷媒となる。また、第２の室内熱交換器１９に吹き付けられ
た空気の熱を液冷媒に吸熱させることで当該空気を冷却し、第２の室内熱交換器１９を結
露させて空気中に含有される水分を空気から抽出する。そして、冷却されるとともに水分
が除去された空気を、上記した第１の室内熱交換器１８で暖められた空気と混合して図示
せぬ送風機によって室内に送り出す。また、結露されて除去された水分を図示せぬ排水管
を通して室外に流出させる。
【００４０】
　第２の室内熱交換器１９内を通過したガス冷媒は、第２の室内熱交換器１９内から第６
の配管２３内に流入して破線矢印方向に流通し、四方弁３を介して吸入管１４内に流入す
る。吸入管１４内に流入したガス冷媒は、吸入管１４内を鎖線矢印方向に流通し、圧縮器
２に流入する。このとき、吸入管１４内を流通するガス冷媒は逆止弁２５によってバイパ
ス管２４内に流入することが防止されている。
【００４１】
　上記した構成からなる空気調和機１によれば、吐出管１５と吸入管１４とを結び吐出管
１５内を流通するガス冷媒の一部を吸込管１４に戻すバイパス管２４が設けられ、バイパ
ス管２４には開閉装置５が設けられているため、開閉装置５が閉塞されると全てのガス冷
媒が冷凍サイクル１３内で循環され、開閉装置５が開けられると吐出管１５内を流通する
ガス冷媒の一部がバイパス管２４を介して吸込管１４内に戻り、冷凍サイクル１３内を循
環する冷媒量は減少する。これによって、冷凍サイクル１３内の冷媒循環量を調節するこ
とができ、インバータ等を使用せずに再熱除湿を行うことができ、コストダウンを図るこ
とができる。
【００４２】
　また、バイパス管２４には、バイパス管２４内を流通するガス冷媒を絞る絞り機構６が
設けられているため、圧縮機２から送り出されるガス冷媒の大部分がバイパス管内に流れ
込み冷凍サイクル１３内を流通する冷媒の量が著しく低下することは防止される。これに
よって、除湿に合った適当な量の冷媒を循環させることができる。
【００４３】
［第２の実施の形態］
　図２に示すように、空気調和機１００は、圧縮機１０１，四方弁１０２，室外熱交換器
１０３，複数の開閉装置１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ及び複数の絞り装置１０５ａ，１
０５ｂ，１０５ｃが格納された室外機１０６と、第１，第２の減圧装置１０７，１０８及
び第１，第２の室内熱交換器１０９，１１０が格納された室内機１１１とから構成されて
いる。圧縮機１０１と、室外熱交換器１０３と、第１の減圧装置１０７と、第１の室内熱
交換器１０９と、第２の減圧装置１０８と、第２の室内熱交換器１１０が配管１１２を介
して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル１１３が形成されている。
【００４４】
　複数の開閉装置１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ及び複数の絞り装置１０５ａ，１０５ｂ
，１０５ｃは、吐出管１１５と吸入管１１４とを結ぶ複数のバイパス管１１６ａ，１１６
ｂ，１１６ｃにそれぞれ設けられており、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６
ｃは並列に形成されている。複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃの一端は吐
出管１１５に接続された１本の入口管１１７にそれぞれ接続されており、他端は吸入管１
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１４に接続された１本の出口管１１８にそれぞれ接続されている。出口管１１８には、吸
入管１１４内を流通する冷媒が出口管１１８内に流入することを防止する逆止弁１１９が
設けられている。
【００４５】
　上記した空気調和機１００によれば、バイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃは複数
並列に形成され、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃには開閉装置１０４ａ
，１０４ｂ，１０４ｃ及び絞り装置１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃがそれぞれ設けられて
いるため、除湿時に、開放する開閉装置１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃを適宜選択するこ
とで、バイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃを介して吐出管１１５から吸入管１１４
に戻される冷媒量は調節される。これによって、除湿時に必要な冷媒循環量に応じて、吐
出管１１５から吸入管１１４に戻される冷媒量を調節することができ、冷凍サイクル１１
３内を循環する冷媒量を微調整することができる。
【００４６】
［第３の実施の形態］
　図３に示すように、空気調和機２００は、圧縮機２０１，四方弁２０２，室外熱交換器
２０３及び絞り機能付きの開閉装置２０４が格納された室外機２０５と、第１，第２の減
圧装置２０６，２０７及び第１，第２の室内熱交換器２０８，２０９が格納された室内機
２１０とから構成されている。圧縮機２０１と、室外熱交換器２０３と、第１の減圧装置
２０６と、第１の室内熱交換器２０８と、第２の減圧装置２０７と、第２の室内熱交換器
２０９が配管２１１を介して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル２１２
が形成されている。開閉装置２０４は、吐出管２１４と吸入管２１３とを結ぶバイパス管
２１５に設けられている。
【００４７】
　図４は、開閉装置２０４の断面図である。図４に示すように、開閉装置２０４は、冷媒
が内部を通過する室部２１６と、室部２１６の側面に形成されて室部２１６に連通されて
いる入口部２１７と、室部２１６の底面に形成されて室部２１６に連通されている出口部
２１８と、室部２１６内を通過する冷媒を絞る絞り部２１９と、出口部２１８を開閉する
と共に絞り部２１９による絞り量を調整する絞り量調整手段２２０とから構成されている
。
【００４８】
　入口部２１７は、吐出管２１４に接続された一方のバイパス管２１５ａに接続されてお
り、出口部２１８は、吸入管２１３に接続された他方のバイパス管２１５ｂに接続されて
いる。絞り部２１９は室部２１６内部の底面に設けられており、出口部２１８に連通され
て冷媒が流通する貫通孔２１９ａが形成されている。貫通孔２１９ａの上端部は下方に向
かって窄まるテーパー状に形成されている。
【００４９】
　絞り量調整手段２２０は、室部２１６の上方に設けられた電磁コイル部２２１と、電磁
コイル部２２１によって上下に往復移動するロッド状の弁部２２２とから構成されている
。弁部２２２は室部２１６の上端面に貫通されており、下端部には絞り部２１９の貫通孔
２１９ａ内に嵌挿される尖り部２２２ａが形成されている。また、弁部２２２は電磁コイ
ル部２２１によって軸回転するとともに上下動し、尖り部２２２ａと貫通孔２１９ａとの
隙間は微調整される。つまり、弁部２２２が最下にある場合、貫通孔２１９ａは尖り部２
２２ａに塞がれ、弁部２２２が軸回転しながら少し上昇した場合、貫通孔２１９ａと尖り
部２２２ａとの隙間は微少に形成され、さらに弁部２２２が軸回転しながら上昇した場合
、尖り部２２２ａは貫通孔２１９ａから完全に抜き取られて貫通孔２１９ａは開放される
。
【００５０】
　一方、図３に示すように、第１，第２の室内熱交換器２０８，２０９には、第１，第２
の熱交換器２０８，２０９内の冷媒温度を検知する第１，第２の温度検知手段２２３，２
２４がそれぞれ付設されている。第１，第２の温度検知手段２２３，２２４は、冷媒が流
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れる第１，第２の熱交換器２０８，２０９のパイプ自体の温度を測定して該温度から冷媒
温度を推定する方法により冷媒温度を検知する手段である。
【００５１】
　第１，第２の温度検知手段２２３，２２４は、室内機２１０の内部に格納された制御手
段２２５を介して開閉装置２０４の電磁コイル部２２１に電気的に接続されている。制御
手段２２５は、第１，第２の温度検知手段２２３，２２４で検知された冷媒温度の情報が
送信され、冷媒温度を基に、冷凍サイクル２１２内を循環させるのに適した冷媒量を算出
し、全冷媒量から該冷媒量を差し引いてバイパス管２１５内を循環させる冷媒量を算出し
、この冷媒量から絞り量を決定して電磁コイル部２２１に信号を送り、開閉装置２０４を
開閉させる手段である。
【００５２】
　上記した空気調和機２００によれば、開閉装置２０４には開閉装置２０４内を通過する
冷媒を絞る絞り部２１９が形成されているため、絞り装置がなくても圧縮機２０１から送
り出される冷媒の大部分がバイパス管２１５内に流れ込み冷凍サイクル２１２内を流通す
る冷媒の量が著しく低下することは防止される。これによって、除湿に合った適当な量の
冷媒を循環させることができる。
【００５３】
　また、開閉装置２０４には絞り量を調整する絞り量調整手段２２０が備えられているた
め、バイパス管２１５内を流通する冷媒量が調整される。これによって、冷凍サイクル２
１２内を流通する冷媒量を調整することができ、除湿運転に適した量の冷媒量を循環させ
ることができ、除湿運転の効率を向上させることができる。
【００５４】
　第１の熱交換器２０８及び第２の熱交換器２０９には、第１の熱交換器２０８内及び第
２の熱交換器２０９内の冷媒温度を検知する第１，第２の温度検知手段２２３，２２４が
それぞれ付設され、第１，第２の温度検知手段２２３，２２４と開閉装置２０４とは制御
手段２２５を介して接続されているため、実際の冷媒温度に基いて冷凍サイクル２１２内
を循環させるのに適した冷媒量が算出されて開閉装置２０４が開閉される。これによって
、空気の温度等によって変化する除湿運転に適した冷媒量を可変的に算出することができ
、除湿運転の効率を向上させることができる。
【００５５】
［第４の実施の形態］
　図５に示すように、空気調和機４００は、圧縮機４０１、四方弁４０２、室外熱交換器
４０３、開閉装置４０４及び第１の減圧装置４０５が格納された室外機４０６と、第２の
減圧装置４０７及び室内熱交換器４０８が格納された室内機４０９とから構成されている
。また、室外機４０６の内部及び室内機４０９の内部には、室外熱交換器４０３又は室内
熱交換器４０８と熱交換を行う室内空気又は外気を送る図示せぬ送風機がそれぞれ備えら
れている。
【００５６】
　圧縮機４０１と、室外熱交換器４０３と、第１の減圧装置４０５と、室内熱交換器４０
８とが配管４１０を介して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル４１１が
形成されている。冷凍サイクル４１１は、圧縮機４０１の図示せぬ吸入口と四方弁４０２
とが吸入管４１２を介して接続されており、圧縮機の図示せぬ吐出口と四方弁４０２とが
吐出管４１３を介して接続されている。四方弁４０２と室外熱交換器４０３とは第１の配
管４１４を介して接続されており、第１の配管４１４は四方弁４０２を介して吸入管４１
２または吐出管４１３のいずれか一方に接続される。室外熱交換器４０３と第１の減圧装
置４０５とは第２の配管（接続配管）４１５を介して接続されている。
【００５７】
　室内熱交換器４０８は、第１の室内熱交換器４１６と第２の室内熱交換器４１７とに分
割されており、第１の減圧装置４０５と第１の室内熱交換器４１６とは第３の配管４１９
を介して接続されている。第１の室内熱交換器４１６と第２の減圧装置４０７とは第４の
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配管４２０を介して接続されており、第２の減圧装置４０７と第２の室内熱交換器４１７
とは第５の配管４２１を介して接続されている。第２の室内熱交換器４１７と四方弁４０
２とは第６の配管４２２を介して接続されており、第６の配管４２２は四方弁４０２によ
って吸入管４１２または吐出管４１３のいずれか一方に接続される。
【００５８】
　一方、開閉装置４０４は、第２の配管４１５と吸入管４１２とを結ぶバイパス管４２６
に設けられている。バイパス管４２６の一端は第２の配管４１５に接続されており、バイ
パス管４２６と第２の配管とは連通されている。また、バイパス管４２６の他端は吸入管
４１２に接続されており、バイパス管４２６と吸入管４１２とは連通されている。
【００５９】
　次に、上記した構成からなる空気調和機４００の使用方法について説明する。
【００６０】
　まず、冷房運転の場合について説明する。冷房運転する場合、上述と同様に、開閉装置
４０４を閉塞状態にすると共に、第１の減圧装置４０５を絞り状態にし、第２の減圧装置
４０７を開放状態にする。また、第６の配管４２２と吸入管４１２とが連通すると共に第
１の配管４１４と吐出管４１３とが連通するように、四方弁４０２を切り替える。そして
、配管４１０内の冷媒を図５に示す鎖線矢印の方向に流通させ、冷媒を冷凍サイクル４１
１内で循環させる。
【００６１】
　具体的には、ガス冷媒を圧縮機４０１で圧縮し、圧縮されて高温高圧となったガス冷媒
を吐出管４１３内に送り出す。吐出管４１３内に送り出されたガス冷媒は、吐出管４１３
内を鎖線矢印方向に流通して吐出管４０２を介して第１の配管４１４内に流入する。第１
の配管４１４内に流入したガス冷媒は、第１の配管４１４内を鎖線矢印方向に流通し、室
外熱交換器４０３内に流入する。このとき、室外熱交換器４０３は凝縮器となり、室外熱
交換器４０３内を流通する高圧高温のガス冷媒と、図示せぬ送風機によって室外熱交換器
４０３に吹き付けられた外気との間で熱交換が行われ、ガス冷媒は凝縮されて液冷媒とな
る。また、室外熱交換器４０３に吹き付けられた外気はガス冷媒の熱を受け取って暖かく
なり、暖かくなった外気を図示せぬ送風機によって外に排出して排熱を行う。
【００６２】
　室外熱交換器４０３内を通過した液冷媒は、室外熱交換器４０３内から第２の配管４１
５内に流入して鎖線矢印方向に流通し、第１の減圧装置４０５に至る。第１の減圧装置４
０５を通過する際、高圧状態の液冷媒は第１の減圧装置４０５によって減圧され、冷媒は
膨張冷却されて低温低圧のガス・液混合の二相冷媒となる。低温低圧となった二相冷媒は
、第３の配管４１９内に流入して鎖線矢印方向に流通し、第１の室内熱交換器４０８内に
流入する。このとき、第１の室内熱交換器４０８は蒸発器となり、第１の室内熱交換器４
０８内を流通する液冷媒と、図示せぬ送風機によって室内機４０９内に吸引されて第１の
室内熱交換器４０８に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行われ、液冷媒が蒸発
してガス冷媒となる。また、第１の室内熱交換器４０８に吹き付けられた空気の熱をガス
冷媒に吸熱させることで当該空気を冷却し、図示せぬ送風機によって冷却された空気を室
内に送り出す。
【００６３】
　第１の室内熱交換器４０８内を通過したガス・液混合の冷媒は、完全に吸熱せず低温の
状態のまま、第１の室内熱交換器４０８から第４の配管４２０内に流入する。そして、開
放状態の第２の減圧装置４０７を通過して第５の配管４２１内に流入し、第２の室内熱交
換器４０８内に流入する。このとき、第２の室内熱交換器４０８は蒸発器となり、第２の
室内熱交換器４０８内を流通する低温低圧のガス・液混合の冷媒と、図示せぬ送風機によ
って室内機４０９内に吸引されて第２の室内熱交換器４０８に吹き付けられた室内の空気
との間で熱交換が行われ、ガス・液混合の冷媒は蒸発されてガス冷媒となる。また、第２
の室内熱交換器４０８に吹き付けられた空気の熱をガス・液混合の冷媒に吸熱させること
で当該空気を冷却し、図示せぬ送風機によって冷却された空気を室内に送り出す。
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【００６４】
　第２の室内熱交換器４０８内を通過したガス冷媒は、第２の室内熱交換器４０８内から
第６の配管４２２内に流入して鎖線矢印方向に流通し、吐出管４０２を介して吸入管４１
２内に流入する。吸入管４１２内に流入したガス冷媒は、吸入管４１２内を鎖線矢印方向
に流通し、圧縮器４０１に流入する。
【００６５】
　次に、除湿運転の場合について説明する。除湿運転する場合、第１の減圧装置４０５を
開放状態にし、第２の減圧装置４０７を絞り状態にする。ここで、開閉装置４０４は、制
御手段４２５によって第１及び第２の室内熱交換器４１６、４１７が適切な温度状態とな
るように開閉度が調整されている。また、第６の配管４２２と吸入管４１２とが連通する
と共に第１の配管４１４と吐出管４１３とが連通するように、四方弁４０２を切り換える
。そして、配管４１０内の冷媒を図５に示す破線矢印の方向に流通させ、冷媒を冷凍サイ
クル４１１内で循環させる。
【００６６】
　具体的には、ガス冷媒を圧縮機４０１で圧縮し、圧縮されて高温高圧となったガス冷媒
を吐出管４１３内に送り出す。吐出管４１３内に送り出されたガス冷媒は、吐出管４１３
内を破線矢印方向に流通して四方弁４０２を介して第１の配管４１４内に流入し、室外熱
交換器４０３に至る。このとき、室外熱交換器４０３は凝縮器となり、室外熱交換器４０
３内を流通する高温高圧のガス冷媒と図示せぬ送風機とによって室外熱交換器４０３に吹
き付けられた外気の一部との間で熱交換が行われ、ガス冷媒の一部が凝縮されて液冷媒と
なり、ガス冷媒はガス・液混合の冷媒となる。そして、第２の配管４１５内に送り出され
る。
【００６７】
　第２の配管４１５内に送り出されたガス冷媒の一部は、バイパス管４２６内に流入して
破線矢印方向に流通し、開閉装置４０４を経由して吸入管４１２内に流入し、吸入管４１
２うちを破線矢印方向に流通して圧縮機４０１内に戻る。
【００６８】
　また、第２の配管４１５内に送り出された残りのガス・液混合の冷媒は、第２の配管４
１５内を破線矢印方向に流通して第１の室内熱交換器４１６内に流入する。このとき、第
１の室内熱交換器４１６は、凝縮器となり、第１の室内熱交換器４１６内を流通する高温
高圧のガス・液混合の冷媒と図示せぬ送風機とによって室内機４０９内に吸引されて第１
の室内熱交換器４１６に吹き付けられた室内の空気との間で熱交換が行われ、ガス・液混
合の冷媒は凝縮されて液冷媒となる。
【００６９】
　第１の室内熱交換器４１６内を通過した液冷媒は、第４の配管４２０内に流入して破線
矢印方向に流通し、第２の減圧装置４０７に至る。第２の減圧装置４０７を通過する際、
高圧状態の液冷媒は第２の減圧装置４０７によって減圧され、冷媒は膨張冷却されて低温
低圧の液冷媒となる。低温低圧となった液冷媒は、第５の配管４２１内に流入して破線矢
印方向に流通し、第２の室内熱交換器４１７内に流入する。このとき、第２の室内熱交換
器４１７は蒸発器となり、第２の室内熱交換器４１７うちを流通する液冷媒と図示せぬ送
風機とによって室内機４０９内に吸引されて第２の室内熱交換器４１７に吹き付けられた
室内の空気との間で熱交換が行われ、液冷媒が蒸発されてガス冷媒となる。
【００７０】
　第２の室内熱交換器４１７内を通過したガス冷媒は、第２の室内熱交換器４１７内から
第６の配管４２２内に流入して破線矢印方向に流通し、四方弁４０２を介して吸入管４１
２内に流入する。吸入管４１２内を流入したガス冷媒は、吸入管４１２内を破線矢印方向
に流通し、圧縮機４０１に流入する。
　また、開閉装置４０４は、第１及び第２の室内熱交換器４１６、４１７が適切な温度状
態となるように制御手段４２５によって開度が調整されている。
【００７１】
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　上記した構成からなる空気調和機４００によれば、除湿運転時において室外熱交換器４
０３を通過して温度が低くなったガス・液混合の冷媒の一部をバイパス管４２６及び吸入
管４１２を介して圧縮機４０１に戻しているので、吐出管４１３からのガス冷媒の一部を
吸入管４１２を介して圧縮機４０１に戻す場合と比較して、圧縮機４０１の吐出温度上昇
、圧縮機巻線温度上昇を抑制する。
【００７２】
［第５の実施の形態］
　図６に示すように、空気調和機５００は、圧縮機５０１、四方弁５０２、室外熱交換器
５０３、開閉装置５０４及び第１の減圧装置５０５が格納された室外機５０６と、第１及
び第２の室内熱交換器５０７、５０８及び第２の減圧装置５０９を備える室内熱交換器５
１０が格納された室内機５１１とから構成されている。また、室外機５０６の内部及び室
内機５１１の内部には、室外熱交換器５０３又は室内熱交換器５１０と熱交換を行う室内
空気又は外気を送る図示せぬ送風機がそれぞれ備えられている。
　圧縮機５０１と、室外熱交換器５０３と、第１の減圧装置５０５と、室内熱交換器５１
０とが配管５１２を介して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル５１３が
形成されている。
【００７３】
　開閉装置５０４は、第２の配管（接続配管）５１４と吸入管５１５とを結ぶバイパス管
５１６に設けられており、直列に接続された電磁開閉弁５１７及びキャピラリーチューブ
５１８によって構成されている。
　第１の減圧装置５０５は、開閉装置５０４と同様に、並列に接続された電磁開閉弁５２
０及びキャピラリーチューブ５２１によって構成されている。
　第２の減圧装置５０９は、第１の減圧装置５０５と同様に、並列に接続された電磁開閉
弁５２２及びキャピラリーチューブ５２３によって構成されている。
【００７４】
　上記した構成からなる空気調和機５００によれば、除湿運転時に圧縮機５０１からの吸
入及び吐出圧力差が一致するように第１の室内熱交換器５０７に向かう冷媒量が調整され
る。したがって、室内への吹き出し空気の温度を室外熱交換器５０３に設けられた送風機
の回転数によって調整することが可能となる。
【００７５】
［第６の実施の形態］
　図７に示すように、空気調和機６００は、圧縮機６０１、四方弁６０２、室外熱交換器
６０３、開閉装置６０４及び第１の減圧装置６０５が格納された室外機６０６と、第１及
び第２の室内熱交換器６０７、６０８及び第２の減圧装置６０９を備える室内熱交換器６
１０が格納された室内機６１１とから構成されている。また、室外機６０６の内部及び室
内機６１１の内部には、室外熱交換器６０３又は室内熱交換器６１０と熱交換を行う室内
空気又は外気を送る図示せぬ送風機がそれぞれ備えられている。
　圧縮機６０１と、室外熱交換器６０３と、第１の減圧装置６０５と、室内熱交換器６１
０とが配管６１２を介して順次接続されており、冷媒が循環される冷凍サイクル６１３が
形成されている。
【００７６】
　開閉装置６０４は、第２の配管（接続配管）６１４と吸入管６１５とを結ぶバイパス管
６１６に設けられており、直列に接続された電子膨張弁６１７及びバイパスバルブ６１８
によって構成されている。
　第１の減圧装置６０５は、開閉装置６０４と同様に、並列に接続された電子膨張弁６２
０及びバイパスバルブ６２１によって構成されている。
　第２の減圧装置６０９は、第１の減圧装置６０５と同様に、並列に接続された電子膨張
弁６２２及びバイパスバルブ６２３によって構成されている。
【００７７】
　バイパスバルブ６２３の開度は、第２の室内熱交換器６０８の蒸発温度が一定となるよ
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うに制御されており、この制御では第２の室内熱交換器６０８の加熱度を第２の室内熱交
換器６０８の入り口温度と出口温度との差が用いられている。ここで、出口温度は、四方
弁６０２の直前の温度を検出しており、精度のよい検出が可能となっている。
【００７８】
　上記した構成からなる空気調和機６００によれば、除湿運転時に室内吹き出し風速の指
示があると第２の室内熱交換器６０８に備えられている送風機の回転数が設定される。そ
して、バイパスバルブ６２３の開度は第２の室内熱交換器６０８の蒸発温度が一定になる
ように制御される。このとき、第２の室内熱交換器６０８の加熱度には、第２の室内熱交
換器６０８の入口温度と出口温度との差を用いて制御を行っている。
【００７９】
　以上、本発明に係る空気調和機の第１から第６の実施の形態について説明したが、本発
明は上記した実施の形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変
更可能である。例えば、上記した第１の実施の形態では、開閉装置５として二方向電磁弁
が使用されているが、本発明は開閉装置として電動弁を使用してもよい。また、絞り装置
６としてキャピラリーチューブが使用されているが、本発明は絞り装置としてフィルター
やオリフィス，膨張弁等を使用してもよい。
【００８０】
　また、上記した第２の実施の形態では、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６
ｃの一端は吐出管１１５に接続された１本の入口管１１７にそれぞれ接続されており、他
端は吸入管１１４に接続された１本の出口管１１８にそれぞれ接続されているが、本発明
は、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃの一端を吐出管１１５にそれぞれ直
接に接続させてもよく、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃの他端を吸入管
１１４にそれぞれ直接に接続させてもよい。
【００８１】
　また、上記した第２の実施の形態では、複数のバイパス管１１６ａ，１１６ｂ，１１６
ｃには、複数の開閉装置１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ及び複数の絞り装置１０５ａ，１
０５ｂ，１０５ｃがそれぞれ設けられているが、本発明は、複数のバイパス管１１６ａ，
１１６ｂ，１１６ｃに複数の開閉装置１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃだけが設けられてい
てもよい。また、第３の実施の形態で説明した絞り機能付きの開閉装置２０４のような開
閉装置が設けられていてもよい。これによって、循環冷媒量の調整幅を広げることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明に係る空気調和機の第１の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【図２】本発明に係る空気調和機の第２の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【図３】本発明に係る空気調和機の第３の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【図４】本発明に係る空気調和機の第３の実施の形態における開閉装置を表す断面図であ
る。
【図５】本発明に係る空気調和機の第４の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【図６】本発明に係る空気調和機の第５の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【図７】本発明に係る空気調和機の第６の実施の形態を表す冷媒回路図である。
【符号の説明】
【００８３】
１，１００，２００，４００，５００，６００　空気調和機
２，１０１，２０１，４０１，５０１，６０１　圧縮機
４，１０３，２０３，４０３，５０３，６０３　室外熱交換器
５，１０４ａ，１０４ｂ，１０４ｃ，２０４，４０４，５０４，６０４　開閉装置
６，１０５ａ，１０５ｂ，１０５ｃ，５１８，６１８　絞り機構
８，１０７，２０６，４０５，５０５，６０５　第１の減圧装置
９，１０８，２０７，４０７，５０９，６０９　第２の減圧装置
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１０，４０８，５１０，６１０　室内熱交換器
１２，１１２，２１１，４１０，５１２，６１２　配管
１３，１１３，２１２，４１１，５１３，６１３　冷凍サイクル
１４，１１４，２１３，４１２，５１５，６１５　吸入管
１５，１１５，２１４，４１３　吐出管
１８，１０９，２０８，４１６，５０７，６０７　第１の室内熱交換器
１９，１１０，２０９，４１７，５０８，６０８　第２の室内熱交換器
２４，１１６ａ，１１６ｂ，１１６ｃ，２１５，４２６，５１６，６１６　バイパス管
２１９　絞り部
２２０　絞り量調整手段
２２３　第１の温度検知手段（温度検知手段）
２２４　第２の温度検知手段（温度検知手段）
２２５　制御手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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